
目標

時期 高校１年修了時 高校２年修了時 高校卒業時

聞くこと

①易しい言葉でゆっくりはっきりと話されれば、相手の短い話や
説明、対話などを聞いて、概要や要点を理解することができる。
②キーワードやイラスト、写真などを活用すれば、教科書レベル
の英文のおおよその内容が理解できる。

①ゆっくりはっきりと話されれば、身近な話題に関するまとまった
話や説明、対話などを聞いて、概要や要点を理解することがで
きる。
②キーワードやイラスト、写真などを活用し、英語の音声的な特
徴や内容の展開などに注意しながら教科書レベルの英文の内
容が大体理解できる。

①自然な速さで話された一般的関心の高い話題の説明や対話
などを聞いて、概要や要点を理解することができる。
②未知の語の意味を推測したり、背景となる知識を活用したりし
ながら英文の内容を理解することができる。

読むこと

①基本的な構文を含む平易な英語で書かれた短めの説明文や
物語を読んで、文章を段落毎に理解し、概要や要点、話の筋を
とらえることができる。
②語句や表現、文法事項などの知識、またキーワードやイラス
ト、写真などを活用して、内容を読み取ることができる。

①平易な英語で書かれたやや長めの説明文や物語を読んで、
文章を段落毎に理解し、概要や要点、話の筋をとらえることがで
きる。
②内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注
意し、キーワードやイラスト、写真などを活用して、内容を的確に
読み取ることができる。

①さまざまなタイプの文章を読んで、文章の展開に注意しながら
書き手の意図を把握し、概要や要点をとらえることができる。
②論点や根拠などを的確に把握し、文章の構成を考えながら、
速読や精読など、目的に応じた読み方をすることができる。

話すこと
［やり取り］

①キーワードやイラスト、写真などの助けを借りて、基本的な語
句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを話して伝え合うこと
ができる。
②相手の話を聞いて理解するとともに、関心のあることについて
相手に質問したり、相手の質問に答えたりして適切に応答する
ことができる。

①キーワードやイラスト、写真などの助けを借りて、これまで習得
した語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理性に注
意して話し、伝え合うことができる。
②聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことについ
て、話し合いや討論などにおいて、相手と話し合ったり意見の交
換をしたりすることができる。

①他の助けを借りなくても、多様な考え方ができる話題につい
て、立場を決めて意見をまとめ、相手を説得するために意見を
述べ合うことができる。
②互いに意見を出し合ったり、情報の交換をし合ったりしなが
ら、意見をまとめることができる。

話すこと
［発表］

①キーワードやイラスト、写真などを用い、聞いたり読んだりした
こと、学んだことや経験したことについて、短い内容であれば相
手に伝えることができる。
②リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴、話す速
度、声の大きさ、論理性などに注意して話すことができる。

①キーワードやイラスト、写真などを用い、聞いたり読んだりした
こと、学んだことや経験したことについて、情報や考えなどをまと
めて発表することができる。
②英語の音声的な特徴や内容の展開、論理性などに注意しな
がら話すことができる。

①発表のしかたや発表のために必要な表現などを実際に活用
して発表することができる。
②聴衆に対して、情報や提案などを分かりやすく提示して論理
的に詳しく話して伝えることができる。

書くこと

①聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことについ
て、読み手や目的に応じて、本文やキーワードなどをもとに簡潔
に書くことができる。
②語句や表現、文法事項などの知識を使って、論理性に注意し
て英文を書くことができる。

①聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことについ
て、論点や根拠などを明確にし、本文やキーワードなどをもとに
まとまりのある文章を書くことができる。
②内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句を用い、論
理性に注意して複数の段落からなる文章を書くことができる。

①聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことについ
て、論点や根拠などを明確にするとともに、文章の構成を考えな
がら、わかりやすい文章や要約文を書くことができる。
②説明や描写の表現を工夫し、多様な語句や文を目的や場
面、状況などに応じて適切に用い、複数の段落からなる文章で
論理的に詳しく書くことができる。

語彙 2000 2500 3000

英検 ３級 ～ 準２級 準２級 ２級

GTEC GRADE　２ GRADE ２ ～ ３ GRADE ３ ～ ４

CEFR A1 ～ A2 A2 A2 ～ B1
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　英語を通して、相手の状況や場面、背景、表情、反応などを理解し、話し手や書き手の伝えたいことを適切に理解することができる。また自分が相手
に対して伝えたいことを的確に表現できる。


